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令和２年度 第１回尾張旭市介護保険運営協議会会議録  

 

１ 開催日時 

令和２年７月１５日（水） 

開会 午後１時３０分  

閉会 午後２時３０分 

２ 開催場所 

市役所 ５階 第２理事者控室  

３ 出席委員 

上田智子、松尾功、山﨑雅弘、奥田百彦、森修、加藤肇、平野君惠、 

岩田善保、丹羽睦、西川縁、椿山岳史、栁原大介、大島卓郎、倉地薫 

（計１４名）  

４ 欠席委員 

木村誠子（計１名） 

５ 傍聴者数 

なし  

６ 出席した事務局職員等 

健康福祉部長 竹内元康、長寿課長 山田祐司、長寿課主幹 長嶋ゆかり、長

寿課長補佐兼長寿政策係長 山下由香、長寿課長補佐兼長寿支援係長 川原尚子、

介護保険係長 大津俊介、長寿課主事 水谷緩美、地域包括支援センター所長  

木上恒夫、社会福祉協議会生活支援コーディネーター 森島一樹、社会福祉協

議会生活支援コーディネーター 鶴見ゆかり、高齢者保健福祉計画策定事業所 

株式会社サーベイリサーチセンター研究員 杉田純一 

７ 議題 

 ⑴ 介護予防支援委託業務に係る指定居宅介護支援事業者の新規承認につい

て（資料１） 

⑵ 尾張旭市地域包括支援センターの運営状況について（資料２） 

⑶ 地域包括支援センターの事業評価について（資料３） 

⑷ 地域密着型サービス事業所の指定について（資料４―１、４―２） 

⑸ 第７期高齢者保健福祉計画の進行管理について（資料５） 

⑹ 第８期高齢者保健福祉計画の策定について（資料６） 

８ 会議要旨 

＜ 開  会 ＞ 

事 務 局 

 

 

定刻となりましたので、始めさせていただきます。私、長寿

課長の山田でございます。よろしくお願いいたします。 
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西 川 委 員 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 本日は、お忙しい中、令和２年度第１回尾張旭市介護保険運営

協議会にお集まりいただきまして、ありがとうございます。本日

は、木村委員から、都合により欠席と伺っておりますが、１４名

の委員の御出席をいただいており、尾張旭市介護保険運営協議会

規則第５条第２項の規定にあります定足数に達しておりますこ

とを御報告させていただきます。 

 なお、この協議会は、尾張旭市附属機関等の基本的取扱いに関

する要綱第６条の規定に基づき、原則として公開により開催され

ます。 

 また、本日は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会

議時間を１時間とさせていただきますので、皆様の御協力をお願

いいたします。 

 ここで、今回、委員の異動が１名ございましたので、御紹介さ

せていただきます。 

 お手元の委員名簿を御覧ください。 

 尾張旭市介護サービス事業者連絡会推薦の委員、長尾みどり委

員の後任としまして、尾張旭市介護サービス事業者連絡会、介護

支援専門員部会の西川 縁（にしかわ ゆかり）委員が今回から

委員として就任されます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 新任の委員におかれましては、初めての会議ということになり

ますので、自己紹介をお願いいたします。 

 

 光ケアの西川 縁と申します。前任の長尾みどりさんから、委

員をやっていただきたいという連絡がありました。 

 平成１８年からケアマネジャーを始めていまして、１５年目に

なります。日頃はチームの皆様と一緒に介護保険の御利用など、

いろいろな市の方に関わっていただいて、勉強させていただいて

います。よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございました。 

 続きまして、異動がありました事務局職員について紹介させて

いただきます。 

 長寿課長寿政策係の水谷緩美です。 
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上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上になります。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に入る前に、本日の資料の確認をさせていただ

きたいと思います。 

 

 ＊＊ 資料の確認 ＊＊ 

 

 それでは、以降の議事の進行につきましては、会長にお願いし

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 ＊＊ 会長挨拶 ＊＊ 

昨日、尾張旭市は大雨警報が出ておりまして、大変心配してお

りましたが、無事、何とか第１回の会議を開催できることになり

ました。本日は内容が盛りだくさんでございますけれども、コロ

ナの関係もございまして、できるだけ速やかに会議を終了するよ

うにというお達しを頂戴しておりますので、議事進行も頑張りま

すが、皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、議題に入らせていただきま

す。 

 例年ではございますが、議題⑴「指定居宅介護支援事業者の新

規承認について」説明をお願いします。 

 

 ＊＊ 説明 ＊＊ 

 

 

 ありがとうございました。 

 この内容につきまして、御質問等はございませんか。 

よろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。承認していただいたということで終

わらせていただきます。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題⑵「地域包括支援センターの運営状況について」説明をお

願いします。 
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地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊＊ 説明 ＊＊ 

 

 

 多岐に渡るセンター事業内容についての御説明、ありがとうご

ざいました。 

 この内容につきまして、御質問等はございませんか。 

 グラフも、具体的な数値もきちんと見せていただけるようにな

りまして、分かりやすい説明であったかと思いますが、いかがで

しょうか。 

 コロナの影響が若干出ているということは仕方ないと思いま

す。 

 よろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題⑶「地域包括支援センターの事業評価について」説明をお

願いします。 

 

 ＊＊ 説明 ＊＊ 

 

 

 ありがとうございました。 

 今、何事も事業といいますか、そういう評定がついて回るよう

になりましたし、正直、私どもの学校でも、学生から評価をされ

て、半期ごとにレーダーチャートを示されて、それについてレポ

ートせよというようなことをずっとやっているわけですが、そう

いう世の中になって、センターも大変だなという感じがいたしま

した。内容が細かいので、またよく読んでいただく必要はあるか

と思いますが、令和２年度から始まるところでございますので、

詳しくは次年度の報告になると思います。 

 この内容につきまして、御質問等はございませんか。 

 よろしいでしょうか。 

早くも、昨年度分をこのように御提示いただいたということ
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事 務 局 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

上 田 会 長 

 

 

 

大 島 委 員 

 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

で、また次年度に向けての改善項目が、大きくはスペースの問題

であったりというところでは限りがあるかとは思いますが、少し

向上することを期待したいと思います。 

ありがとうございました。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題⑷「地域密着型サービス事業所の指定について」説明をお

願いします。 

 

 ＊＊ 説明 ＊＊ 

 

 ありがとうございました。 

 地域密着型通所介護ということでの事業指定でございます。 

この内容につきまして、御質問等はございませんか。 

よろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題⑸「第７期高齢者保健福祉計画の進行管理について」説明

をお願いします。 

 

 ＊＊ 説明 ＊＊ 

 

 ありがとうございした。 

 重点取組につきましての御説明でございました。この内容につ

きまして、御質問等はございませんか。 

 

 一番最後のあさひ生活応援サービス事業ですが、講座について

は、こういう状況でなかなか開催できなかったのではという理解

ができます。こういう状況の中で、実際に支援に入る、お手伝い

に入るというようなことには、どのように取り組まれているので

すか。依頼を受けた人が行って心配なことなど、その辺の状況を

お聞かせいただければと思います。 

 

 この状況下においてどのように取り組まれているのかという
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社会福祉協議会 

森島生活支援コ 

ーディネーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御質問ですが、簡単に御説明をお願いいたします。 

 

 生活支援コーディネーター業務を今年度担当させていただき

ます、尾張旭社会福祉協議会の森島です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 生活応援サービスにつきましては、３月から５月末まで、急を

要する買物１件のみを実施し、活動を自粛してまいりました。６

月からは、活動を再開する傾向が出てきたので、外での作業、要

は、庭の草むしりや枝払い、外である程度対人距離を確保できて、

対策が取れるような状況の活動を再開し始めました。 

 ７月に入りましたら、その間も大体３０件弱の保留状態の室内

での活動がございましたので、それに対しまして、入る前に手指

消毒をし、マスクを必ず着用して、利用者の方にも室内の換気等

をお願いするなど、できる限りの感染予防対策を講じて、活動を

再開し始めたところでございます。 

 今のところ、サポーターも感染対策を取りながら活動に当たっ

ていただいている状況でございますので、ここからはなるべく相

談に対応していくような形で再開していきたいと考えておりま

す。 

 

 ありがとうございました。 

 以上の内容でよろしかったでしょうか。 

 何をやるにも大変窮屈な状況が生まれてしまいまして、そうい

うのはどちらも同じかと思いますが、その中でも、支援を必要と

していらっしゃる方が、市民の方々がございますので、可能な限

りお願いできればと思います。 

 その他の御質問等はよろしいでしょうか。 

 私から質問させていただいていいですか。 

 １ページの認知症地域支援推進員を設置したということで、こ

の推進員になられるには多分研修もやられると思いますが、そう

しますと、認知症地域支援推進員と、いわゆる認知症サポーター

と、そして、徘徊に関してはおかえり支援サポーター、この辺り

の役割分担といいますか、我々の理解としてという意味で結構で
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地域包括支援センター 

木 上 所 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

 

 

 

 

 

すが、御説明の追加をお願いできますでしょうか。 

 

 包括から御説明させていただきます。 

 実質的に、認知症地域支援推進員というのは、包括支援センタ

ーでほとんど研修を受講しておりまして、現在７名が受講してお

ります。 

 先ほど御説明しました認知症サポーター養成講座を開催して

いただくメンバーさんと講座を受講された方、それから、今みえ

ます推進員の方を合わせて、オレンジプランという形で２０２５

年までに計画を立てていきたいということで、現在、地域支援推

進員を中心に、どういう形で進めていったらいいのか検討してお

ります。 

 それから、現在８,０００人みえる認知症サポーターの方につ

きましては、何か研修ができたらと考えておりますが、この時期、

なかなか研修がしづらいので、今のところ、認知症カフェの方を

中心にステップアップ講座を開催して、認知症カフェを拠点とし

て、そこにサポーターさんやいろんなメンバーが集まって、地域

で認知症に対する活動ができたらということを考えています。今

現在、そのステップアップ講座をどういう形で実施していくのか

という素案をまとめており、９月頃の開催を予定しています。 

 

 当然、既にサポーターになっている人の人数が多いので、その

方を取りまとめるのかと思ってみたり、その関係性が分からなか

ったので確認させていただきました。 

 

 今まで、サポーターさんにつきましては、基本的な考え方とし

て、何かをしていただくのではなくて、地域で認知症について理

解のある方を養成するということで、たくさんの方に受講してい

ただきたい、要は、尾張旭全市民の方に受講していただきたいと

いうことで、ひたすら数、たくさんのサポーターさんを養成する

のを目的としておりまして、そのフォローアップが全然できてい

なかったというのは確かに欠点でございました。今後、サポータ

ーさんも含めて、その中で特に意識の高い方を集めて何かできた
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上 田 会 長 

 

 

 

地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

上 田 会 長 

 

森 委 員 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

株式会社サー

ベイリサーチ

セ ン タ ー 

らと考えておりますが、ただ、今のところは、そこまで行ってい

ないので、先ほど言いましたように、認知症カフェに来てみえる

方を対象にステップアップをしていきたいと考えております。 

 

 ありがとうございました。 

 サポーターになっていなければ推進員になれないということ

ではないですね。 

 

 はい。 

 

 

 そういう方もいらっしゃるとは思いますが。 

 

 要は、認知症サポーター養成講座を受けてオレンジリングをも

らった人は全部認知症サポーターということです。認知症の方は

これから増えると思いますので、とにかくたくさんの方にこの講

座を受けてもらい、サポーターを増やしたいと思います。お願い

します。 

 

 うちの学生も、一応、サポーター研修を受けさせていただいて

おります。 

 ありがとうございました。一応確認させていただきました。 

 その他の御質問等はよろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、最後の議題になります。 

 議題⑹「第８期高齢者保健福祉計画の策定について」説明をお

願いします。 

 

 ＊＊ 説明 ＊＊ 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 
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上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございました。 

 この内容につきまして、御質問等はございませんか。 

 この中身の具体的な内容というのは、第８期の計画に盛り込ま

れていくということになろうかと思いますので、その具体的な内

容は今後示されると思います。 

 よろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。以上をもちまして、議題を終了させ

ていただきます。 

 それでは、今後の日程も含めまして、事務局から連絡事項等が

ございましたらお願いいたします。 

 

 第２回は令和２年１１月から１２月頃を予定しておりまして、

議題は第８期高齢者保健福祉計画の素案が中心となります。 

 何か御質問はございませんか。 

 

 よろしいですか。 

 ありがとうございました。 

 第２波が来ないことを願いたいと思います。 

 次回、ぜひまたこのメンバーで御参集、よろしくお願いいたし

ます。 

 本日は、予定通り２時３０分ちょうどに終わりました。皆様、

御協力いただきましてありがとうございました。 

 


